

























究成果を取り纏めたものであり、序論（第 1 章）に続く第 2 章～第 5 章と総括（第 6 章）よりなる。
第 2 章では VNN 対策として、市販配合飼料を用いたマハタ親魚養成を試み、初めて採卵に成功し


















 学術論文は 4 編が第一著者として公表済み（岩崎ら：日水誌 81(2)，234-242；岩崎ら：日水誌 82(2), 
119-127；Iwasaki et al.: Aquaculture Science 64(4), 349-358; Iwasaki et al.: Fisheries Science. DOI 
10.1007/s12562-017-1068-2）であることを確認した。 
 学術論文 2 編は英語で書かれており、英語の学力については問題ないと判断した。また、研究内
容を国内学会で発表済みであること（2 回）、合同セミナーについて既定の学習時間および出席回
数を満たしていること、大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していること
を確認した。 
 
以上から、申請者について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
